






韓国の首都でもあり、人口密度も最も高いソウル特別
市では、交通手段の多様化や CO2 削減による低炭素社
会の実現、自転車の利用による健康増進などのために、
2015 年 10 月から、「タルンイ」と呼ばれる自転車貸
出サービスの提供が始まった。この呼称は、韓国語でベ
ルの音を表現する“タルン”に由来する。

当初は、自転車2,000台、貸出所150か所からスター
トしたが、わずか 10 か月後の 2016 年 7 月には、自
転車 5,000 台（当初の 2.5 倍）、貸出所 400 か所（当
初の約 2.7 倍）に拡大され、会員数約 10 万人、累計約

55 万台が貸し出しされている。
また、貸出所が地下鉄の出入口やバス停、官公署など

通行機会の多い場所の周辺に設置されていたり、スマー
トフォンで利用手続きを行うことができたり、車体には
軽くて耐久性に優れた素材が使用されていたりするな
ど、利用者の利便性に配慮しながら運営されている。

どうすれば 
「タルンイ」を利用できるの？

韓国で契約した携帯電話を所有している場合は事前登
録することなく非会員として利用できるが、そうでない
場合は、事前にインターネット上で会員登録と貸出カー
ド（T-MONEY カードと呼ばれる交通カード）および
クレジットカードの番号登録の手続きを行う必要があ
る。これらの手続きを済ませた後、インターネット上で
利用券を購入した上で、登録した貸出カードを自転車の
端末部分にかざし、会員登録の際に設定した暗証番号を
入力すれば、ロックが外れて自転車を利用することがで
きる。

自転車から流れるアナウンスは、韓国語のほか、英語、
日本語、中国語の 3 か国語に対応しているため、外国人

サービス利用者は携帯電話上で自転車位置情報を確認
し、自転車の QR コードをスキャンすることで解錠と施
錠を行い、利用する。利用料金は 30 分毎に 1 元、事前
に電子マネーなどでチャージを行う。さらに登録時には
299 元のデポジットとパスポートを手に持った状態の
顔写真が必要だが、手続きは全て携帯電話で完了する。

また、このサービスであれば専用駐輪場の設置が不要
となり、自転車自体が壊れなければ問題無い。そのため
にも自転車の剛性を重視し、品質の良い自転車を数多く
提供できるよう工夫されたとのことだ。専用に設計され
た自転車は見た目も良く、安っぽさが無い。今後、瞬く
間に普及するのではと予感させられるサービスだ。

中国で公共自転車が登場してまだ10年にも満たない。
急激なスピードで変化する中国現代社会において、公共

自転車サービスはどのような変化を遂げるのか。今後の
展開に注目したい。

光化門駅付近の貸出所 
（駅、バス停共に徒歩 1 分圏内）

北京市内の店舗脇に誰かが駐輪した「mobike」。QR コー
ドをスキャンして解錠すれば誰でも乗車可能となる

自治体国際化フォーラム｜October 2016 Vol. 32414

�¹�¢�ç�›���¢�w�Á
��?	Z�×�8	��®�»�ç�ï� �¢ �n�7
I �£�¯9
�¢�°�R�£�×�Ï�.���M�=� �q�¹�¢�ç�Ä�¿	t�y	t�Õ�4�$  �•�<�y	•�™ �¢�v�Z�]�ÿ�c�£



観光客も利用しやすい。また、利用する度に利用履歴（走
行距離、使用時間、消費カロリーなど）が更新され、イ
ンターネット上の会員ページで確認することができる。

利用後は、元の貸出所とは別の貸出所にいつでも戻す
ことができ、利用および返却が 24 時間可能である。な
お、全ての貸出所の利用状況は、インターネット上の専
用ページからリアルタイムで確認することができる。

利用料金はとってもリーズナブル！
「タルンイ」の利用料金は次のとおりである。

利　用 
期　間 1 日 7 日 30 日 180 日 365 日

料　金 1,000 
won

3,000 
won

5,000 
won

15,000 
won

30,000 
won

1 回の利用における基本貸出時間は 60 分とされてお
り、60 分を超過すると 30 分毎に 1,000won の追加料
金が加算されるが、60 分以内に返却することを繰り返

すと、追加料金無しで利用することができる。
また、韓国で契約した携帯電話を所有していない場合、

7 日間までの料金プランを利用できるが、この場合、一
日当たり 429won（約 40 円）である。

さらに、韓国で契約した携帯電話を所有している場合
は、30 日間以上の料金プランを利用でき、最長 365 日
間のプランの場合、一日当たり 82won（約 8 円）であ
る。通勤などで定期的に利用する人にとっては、大変
リーズナブルな料金体系となっている。

実際、直近（2016 年 6 月）の利用実態を見ると、平
日の平均利用件数は 3,581 件で、このうち通勤時間帯
の利用比率が 31.3 ％で最も高くなっている。また、平
均利用時間は 27 分、平均移動距離は 3.3km となって
いる。

指摘されるさまざまな課題
自転車専用道路や自転車優先道路が不足していると

いったインフラ面の課題のほか、韓国において自転車は
一般的な乗り物ではないため、安全な乗り方に対する利
用者の認識不足が顕著に見られるといった安全面の課題
も指摘されている。

また、インターネット上以外では利用券を購入するこ
とができないため、高齢者にとっては不便であるといっ
た指摘もなされている。

利用者の増加に向け規模をさらに拡大
ソウル特別市では、2016 年 9 月までに自転車 5,600

台、貸出所 450 か所に拡大し、さらには、平昌オリン
ピックが開催される 2018 年までには、市内全域にサー
ビスを拡大し、自転車 2 万台の配置、徒歩 5 分間隔の
貸出所の設置を目標に掲げている。

こうしたハード面以外にも、基本貸出時間を 60 分か
ら 120 分に延長したり、ソウル特別市が運営する任意
保険の補償範囲を拡大したりするなど、さまざまなサー
ビスの向上を計画している。

現状では一般的な交通手段とは言えない自転車がソウ
ル特別市で定着するのか、「タルンイ」の今後の展開に
注目したい。

自転車の端末に登録カードをかざし、暗証番号を入力する
とロックを解除できる

スマートフォンで貸与所の状況をリアルタイムで確認できる
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 ― 各国のシェアバイク事情UP
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